




要約: Sotos 症候群は比較的頻度の高い過成長を伴う奇形症候群の代表的疾患であり、全

分担研究班員所属施設での予備調査でも 60 例を数える。今年度は昨年度作成した Sotos

症候群の成因、臨床症状、就学状況などのアンケート用紙を改訂し各研究班員に配付した。

今年度は 14 例を回収できたが、その結果、出生時両親年令は父 35 歳、母 32 歳で、平均

出生時体重は 3700gであった。症状では精神遅滞、巨頭、過成長、長頭、前頭部突出が 70%

以上に認められた。染色体異常をともなうものはなかった。成長曲線および日常生活およ

び就学状況は例数が少なく次年度報告する。


